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＜編集日：R2 2020.1.20> 

FESP5142-Do(GEQ) / Front-End Signal Processor Do type 

Graphic Equalizer 

FESP5142-Do(PEQ)ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻ Do ﾀｲﾌﾟ/ｸﾞﾗﾌｨｯｸｲｺﾗｲｻﾞｰ 

製作マニュアル 
 

＜注意＞ 

本キットをつかって生じた感電、火災等の一切のトラブルについては、当方は責任を負いません

のでご了承ください。また、基板、回路図、マニュアル等の著作権は放棄していませんので、そ

の一部あるいは全体を無断で第３者に対して使用することはできません。 

 

１．はじめに 
 本基板は SPDIF でのディジタル入力、デジタル出力でのグラフィックイコライザー基板になります。本基

板では 24 素子のフィルタ素子を有し、音源や再生装置の特性を補完して、より心地よい音に調整するための

ツールとして面白いと思います。 

 本基板は同じくリリースした FESP5142 のシンプル版であり、基板を小型化して機器への組込みも視野にい

れてみました。また、480×320 素子のグラフィック液晶画面とタッチペンの使用により、ｹﾞｲﾝ設定等が極め

て簡単に行えます。また本装置ではアナログの入力も有しており最大 96kHz サンプルが可能です。 

 お気楽なグラフィックイコライザとして便利と思います。 

 

  
図 完成例（TFT ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰを実装した状態） 

 

２．機能＆仕様 

表 主な仕様 

機能 ディジタル式グラフィックイコライザ（24 素子） 

電源電圧 ５V単一（電流は 200mA 程度） 

特徴 ・入出力 

 ディジタル入力：SPDIF（同軸)×１ 

 ディジタル出力：SPDIF（同軸)×１ 

 アナログ入力：１（3Vpp-max） 

・イコライザ設定：周波数（20Hz～20kHz）、ゲイン（-15～+15dB) 

                  Q 値（Q=2.4 固定) 

         ｹﾞｲﾝ誤差はｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞ計算により最小化 

・対応周波数：44.1kHz～96kHz 

・使用素子：DAI(PCM9211)、DSP(PCM5142)、マイコン(PIC18F26K20) 

基板 FR4、70um 銅箔厚、金フラッシュめっき、ｻｲｽﾞは巻末 
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３．概要 
・基本的な使用方法 

 本基板はディジタル入出力によるグラフィックイコライザであることから、下図のように CDP と DAC の間

に挿入して使用します。本基板はｱﾅﾛｸﾞ信号での入力も可能であることから、下図の構成にかかわらず多彩な

使用方法が考えられると思います。 

 
図 本基板の基本的な使い方（SPDIF での入出力が基本的な使い方） 

 

・基本的な構成 

 本基板での基本的な信号の流れは下図の通りです。入力信号として SPDIF、ｱﾅﾛｸﾞを選択したのち DSP にて

処理します。SPDIF 出力は DSP での演算後信号、SPDIF、ADC を選択することができます。 

 

SPDIF DIR

Analog ADC

DSP

DIT SPDIF

DSP

SPDIF

ADC

INPUT 

SELECT

DIT

SELECT

 
 

図 本基板での信号の流れ 
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４．端子機能 
(1)コネクタ端子機能 

(i)CN1 / ICSP 

 CN1 は ICSP（In-circuit serial programing)端子であり予約コネクタです（使用しません）。 

 

(ii)CN2/アナログ入力 

 CN2 はアナログ入力のための端子です。基板内部にｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻ(C15,C16)を有していますので、直接ｱﾅ

ﾛｸﾞ信号を入力可能です。信号レベルは 3Vpp 以内で使用してください。 

 

表 CN2 / アナログ入力 

No 名称 説明 

1 L-OUT L チャンネル入力 

2 GND 信号 GND 

3 R-OU R チャンネル入力 

 

(iii)CN3 / DAC 出力 

 CN3 は DAC(PCM5142)のアナログ出力になります。本基板では使用できません。 

 

(iv)CN4～7 ／ 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ用 

  480×320 ドットの抵抗線式タッチペン機能付きの液晶表示機（ARDUINO 基板用）を接続します。 

 下記で動作確認を行っています。 

  
 （注） ・使用ドライバーは ILI9486（あるいは互換機能） 

      ・抵抗線式のタッチパネルを有するもの。 

 

(2)基板実装ｺﾈｸﾀ類の機能 

(i)DCJ1 / 5V 電源入力 

 DCJ1 は 5V 電源入力用の DC ジャックを実装します。基板に接続用のパッドも設けているので、そこへ直に

配線してもいいでしょう。入力電圧の過電圧に注意してください（間違えると PCM9211 等が焼損します）。 

 

(ii)RCA1 / SPDID 入力 

  RCA1 は SPDIF（同軸）入力用の RCA コネクタを実装します。基板に接続用のパッドも設けているので、

そこへ直に配線してもいいでしょう。 

 

(iii)RCA2 / SPDID 出力 

  RCA2 は SPDIF（同軸）出力用の RCA コネクタを実装します。基板に接続用のパッドも設けているので、

そこへ直に配線してもいいでしょう。 
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５．部品表例 
 下表を参照して部品を実装してください。ｺﾝﾃﾞﾝｻについては容量が一致すればﾌｨﾙﾑ・ｾﾗﾐｯｸの区分はあまり

気にすることはないでしょう。また電解ｺﾝﾃﾞﾝｻについても容量はリストより大きいものにしても問題ありま

せん。 

表 部品表 

品名 番号 規格 仕様 個数 備考 

抵抗 R1,2 炭素皮膜 1/4W 18kΩ 2  

 R3,4 炭素皮膜 1/4W 75Ω 2  

 R5 炭素皮膜 1/4W 330Ω 1  

 R6 炭素皮膜 1/4W 100Ω 1  

 R7 金属皮膜 1/4W 680Ω 1 PLL 用 

 R8,9 金属皮膜 1/4W 470Ω 2 DAC 出力を使用時に必要 

 R10 炭素皮膜 1/4W 10Ω 1 ｼﾞｬﾝﾊﾟｰでも良いかもしれ

ません。 

 R11,12 炭素皮膜 1/4W 51Ω 2  

 R13,14 炭素皮膜 1/4W 1.5kΩ 2  

 R15,16 炭素皮膜 1/4W 18kΩ 2  

 R17,18 ﾁｯﾌﾟ抵抗 51Ω 2 1608,2012 ｻｲｽﾞ 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ C1,2 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 47uF/16V 2 10～220uF 程度 

 C3,C4 ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 15～22pF 2  

 C5 ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ 0.068uF 1 PLL 用 

 C6 ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ 4700pF 1 PLL 用 

 C7-9 ﾁｯﾌﾟｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 10uF 程度 3 2012～3528 ｻｲｽﾞ(*1) 

 C10,11 ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ 2200pF 2 DAC 出力を使用時に必要 

 C12 ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ 0.1uF 1  

 C13 ﾌｨﾙﾑ/ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 6800pF 1 1000pF-10000pF 

 C14 ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ 0.1uF 1  

 C15,16 ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻ 10uF 2 2012～3528 ｻｲｽﾞ(*1) 

 C17-19 ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻ 10uF 程度 3 2012～3528 ｻｲｽﾞ(*1) 

 Cp ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻ 0.1uF 13 1608,2012 ｻｲｽﾞ 

 Cb ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻ 1uF 4 2012,3216 ｻｲｽﾞ 

 C18-20 ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻ 10uF 程度 1 2012～3528 ｻｲｽﾞ(*1) 

水晶 XT1 HC-49/S 24.576MHz 1  

トランス TR1 ﾊﾟﾙｽﾄﾗﾝｽ DA102C,101C など 1  

IC IC1 電圧ﾚｷﾞｭﾚ-ﾀ 3.3V 1 7800 と同じピン配置 

 IC2 制御ﾏｲｺﾝ 28p タイプ 1 (PIC18F26K20 など) 

 IC3 DSP(DAC) PCM5142 1  

 IC4 DAI PCM9211 1  

LCD   480×320 ドット 

カラーLCD 

抵抗線式タッチパ

ネル付き 

ドライバ素子 

ILI9486 あるいは

互換品 

1 AMAZON の「Kuman 3.5 イン

チ Arduino用ディスプレイ

タッチパネル 液晶 

320*480ピクセル モニター

LCD 16bit Mega2560 適用デ

ィスプレイ SC3A-1」で動作

確認しています。 

ｺﾈｸﾀ等 DCJ1 DC ジャック φ2.1 基板用 1 (*2) 

 RCA1,2 RCA ｺﾈｸﾀ 基板用 2 (*3) 

スイッチ SW1-6 －－ -- - 実装しない。 

基板   FESP5142-Do 1  

ハッチング部はキットの主要部品として添付。その他、オプションパーツを準備しています。 
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※外部購入品例（秋月電子での通販コードを列挙） 

(*1) [GRM32DF51H106ZA01] 10uF/50V 秋月通販コード：P-04645 

 
 

(*1) [GRM31CB31E106KA75L] 10uF/25V 秋月通販コード：P-07526 

 
 

 

(*1) [GRM21BB31C106KE15] 10uF/16V 秋月通販コード：P-13782 これがもっとも安いと思います。 

 
 

(*2)DC ジャック 秋月通販コード：C-09408 

 
 

 

(*3) RJ-2410/基板用 RCA ｼﾞｬｯｸ（各色あります）秋月通販コード：C-06508 など 
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(2)不要シルク 

 

 基板上に不要なシルクがありますので無視してください。下記の赤丸の部位（3箇所）が対象シルクです。 

  
 

図 不要シルク（赤丸部分が不要シルク） 
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６．接続例 
(1)接続方法 

 同軸 SPDIF 出力をもつ CDP と同じく同軸 SPDIF 入力をもつ DAC との間に本基板を挿入する方法を下図に示

します。下図では基板から配線する様子を示していますが、基板上にｺﾈｸﾀを実装してそこから取り出しても

かまいません。 

5
V

G
N
D

SPDIF IN

FROM CDP

SPDIF OUT

To DAC

P
O
W
E
R

 
図 基本的な接続方法（SPDIF での CDP と DAC での接続） 

 

5
V

G
N
D

SPDIF IN

FROM CDP

SPDIF OUT

To DAC
P
O
W
E
R

RL

ANALOG IN

(<３Vpp)  
図 ｱﾅﾛｸﾞの入力を設ける場合 
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７．基板パターン 
(1)シルク 

 
図 シルク 

(2)配線パターン（部品面） 

 
図 部品面パターン 
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(3)配線パターン（半田面：部品面より透視） 

 
図 半田面パターン 
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８．操作方法 
(1)初期設定 

 初回電源投入時ならびに初期化起動時（タッチパネルの中央部を触れながら電源起動）は、すべての設定

の初期化ならびにタッチペンの位置校正を行います。 

 タッチペンの校正は最初に画面の左上に「＋」が表示されるので、そこをタッチ（しばらく押さえ続ける）

します。そして、次に右下の「＋」をタッチ（しばらく押さえ続ける）するように、指示が出ますので、そ

れにしたがってください。これでタッチペンの位置校正を行います。 

  

 
図 タッチペンの位置校正画面。初期化時に表示されます。 

 

(1 動作時の画面ならびに操作法 

 下記は動作時の画面になります。ブルーが背景の場所がタッチペンをうけつける位置になります。 

それぞれの場所をタッチすることで、そのコマンドの実行やパラメータを変更することができます。 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

隠しコマンド

 
図 動作時の画面例 

①INPUT 

 入力を変更します。SPDIF（既定値）,ADC の入力の切り替えを行います。 

 

②OUTPUT 

 SPDIF の出力を変更します。SPDIF、ADC、DSP（既定値）の切り替えを行います。通常は DSP（既定値）を

選択します。SPDIF を選択すると、入力の信号を DSP を介さずそのまま出力されます。ADC を選択すると AD

変換後の出力がダイレクトに SPDIF 出力となります。 

 

③F-GAIN 

 イコライザーの入力段のｹﾞｲﾝを設定します。-20～0dB で変更できます（既定値は-12dB）。枠内の右側半分
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をタッチすると数値が増加（音量大）なり、左側半分をタッチすると数値が減少（音量小）します。 

 

④ADCS 

 AD コンバータの変換周波数を変更します。48kHz（既定値）、96kHz が選択できます。 

 

⑤ADCG 

 AD コンバータのゲインを設定します。約-90～+20dB で 1dB 毎に変更できます（既定値は 0dB）。枠内の右

側半分をタッチすると数値が増加（音量大）なり、左側半分をタッチすると数値が減少（音量小）します。 

 

 

⑥LOAD 

 L1～L4 をタッチすると、設定値のメモリー内容がロードされます。 

 

⑦SAVE 

 S1～S4 をタッチすると、設定値をメモリーにセーブします。 

 

⑧フィルター画面 

 この部分をタッチすると、該当する部分の周波数のフィルターのゲインを変更します。リアルタイムで設

定値をイコライザに反映するため、若干の時間が必要です。タッチペンの移動をあまり早く動かすと、設定

の抜けが生じますので、抜けが生じない速度でペンを動かしてください。 

 

 

＜隠しコマンド＞ 

 一番左端の「GAIN」の近傍をタッチすると、実際にフィルターに設定されるゲインが表示されます。解除

するには、フィルター画面を再度タッチしてください。 
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９．基板寸法 
  本基板サイズは”STD“になります。 

 

表 寸法 単位 mm/(mil) ※1mil=25.4/1000mm 

 name A B t H a b c,d 

 STD-S 119.4 

(4700) 

43.2 

(1700) 

1.6 3.5 

(138) 

111.8 

(4400) 

35.6 

(1400) 

3.8 

(150) 

✔ STD 119.4 

(4700) 

81.3 

(3200) 

1.6 3.5 

(138) 

111.8 

(4400) 

73.7 

(2900) 

3.8 

(150) 

 STD-H 81.3 

(3200) 

59.7 

(2350) 

1.6 3.5 

(138) 

73.7 

(2900) 

52.1 

(2050) 

3.8 

(150) 

 WIDE 144.8 

(5700) 

101.6 

(4000) 

1.6 3.5 

(138) 

137.2 

(5400) 

94.0 

(3700) 

3.8 

(150) 

 None        

A

B

a

b

c

d

H

t
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１０．補足 
(１)供給電圧に注意してください。 

 本基板に DC ジャックを取り付けて電源を供給する場合、必ず 5V の電源を使用してください。AC アダプタ

では他の電圧のものでもｼﾞｬｯｸ形状が同じなので、誤って高電圧をかけると高い確率で破損します。とくに

PCM9211 には DC ジャックからの電源がそのまま供給されますので、焼損を引き起こします。 

 

(3)F-GAIN について 

 本基板での DSP 内の設計は下図のようになっており、各ﾁｬﾝﾈﾙに 24 個のフィルターエレメント(BIQUAD 

FILTER）が直列に並んでいます。このフィルータエレメントではゲインを変更することができますが、ゲイ

ンはマイナス側だけでなくプラス側にも変更できます。しかしながら、通常のディジタル信号はほぼ飽和レ

ベルぎりぎりで使われているため、フィルタエレメントでゲインをプラス側に設定すると信号が飽和するこ

とになります。そのため、フィルターエレメントを通す前に、一定のゲインだけ下げています。これが下図

の Scale に相当する部分で、この部分のゲインを F-GAIN(First-Gain)としています。 

 F-Gain の既定値は-12dB としていますが、フィルターでの設定値があまり大きな値にしない場合は、F-Gain

を値を小さくすることが可能です。そうすることにより、本基板を通すことによる音量の変化を小さく押さ

えることができます。 

 

 
図 DSP の構造（図中の青丸の部分が F-Gain) 
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１１．回路図 
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１２．編集履歴 

Revision DATE CONTENT 

R1 2020.1.20 初版 

   

   

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


